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浮　魚　礁　の　技　術　開　発　試　験

200カイリ時代に対応するため，我が国周辺　　1.浮魚礁の実例と問発試験の進め方

域の漁業生産の増大加島､務とされています。こ

のため近年沿岸漁場の整備開発事業によ０大規

模な各種の漁場造成事業が進められていますが，

その中の有力な方法の１つである魚礁について，

新たな技術開発の期待が生れています。それは

従来の着脱式の沈設魚礁ては，設置水深が50～

60m以浅域と限界加ありますので，これより深

い100～200琲海域まで漁場造成を拡大するこ

とができないかということです。

　このため,当場では,昭ｷﾞ目53年度から水産庁の委

託を受け海洋の中順に構造物を設置して回遊性

魚類を築垣することを目的とした浮魚礁の技術

開発試験を行っています。
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　カツオ・小型マダロ類等回遊魚は漂流物に付

くという割註を利用して明治・大正時代から占

竹等をわら繩で結束した俘体を人工的に作成レ

これをい示りて内定しシイラ等，表屈性回遊魚

を乗合さ廿漁獲している実例示あ０ます。昭和

40年代に人って各県水産試験場ではコンクリー

ト魚礁上部域，あるいは海の中肋に構造物を設

置して乗組効果を高めようとする試験示行われ

ています。静岡県では，昭和47半額代地先の並

型魚礁（コンクリートブロック）上部にシーア

ンカーを敷設し築垣効果試験を行ったの示始ま

０です。

　浮魚礁の技術開発は新しく始まった研究で未

知の分野が多いため，試験海域は設置後の釧査
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第１図　昭和53年～55年大井川沖に設置した浮魚礁

ａ：昭和53年　ｂ：昭和54年　ｃ．ｄ： 昭和55年



が効率的に行えること，漁業者の協力を得やす

いこと，気象，海象条件に対してもある程度厳

しく，さらに船舶の航路障害や操業による事故

の起りにくいこと等を勘案して検討されました。

その結果，大井川伸を選定し昭和53年～55年の

３ヵ年間試験を行いました。

　56年以降は，大井川伸での試験実績をもとに

試験海域を大井川伸より波高が高く，かつ流速

の速い環境条件の厳しい海域，更に将来の遠州

灘漁場開発との関連も考慮し，浮魚礁の対象と

なる回遊性浮魚類の多い御前続伸に移して浮魚

礁の耐久性，集魚吐について調査を行っていま

す。

2.浮魚礁の形状と集魚効果の事例

　巾　大井川伸浮魚礁

　浮魚礁の形状は，直径５ｍ，高さ10mの６角

筒状になった海中構造物（第１図）を水面下30

m層と50m層にいがり１基で係留し，設置層，

魚礁の構造，魚礁単体と集合体等の違いによる

魚の娼集性と施設の耐久性等について調査を行

だっています。

　②　御前続伸浮魚礁

　56年度御前崎伸設置の浮魚礁は，耐久性を特

に考慮し，直径３市，高さ10市の構造物に係留

崇６本をいがり（コンクリートブロック最大径

６ｍ）で固定しました（第２図）。また，57年

度は安全性を特に考えロープ式（ロープに直径

60a77程度のジャカゴを取り付け）（第３図）を

基本に集合体での蛸集性について試験を行いま

す。
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昭和56年度設置した浮魚礁

　③　築垣効果の事例

　浮魚礁の効果については設置場所及び対象垣

種によって異なりますが，鳥取県ては浮魚礁に

蛸築したブリ類をまき網で漁獲しています。ま

た，高知県室戸沖の浮魚礁では，曳繩により56

年10､11月集中的にヨコワが漁獲されています。
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　　　　　　第３図　昭和57年設置予定浮魚礁

t00万円以上の水禍しか船から隻もみられたな

ど，ョコワの築垣で漁業者の関心が高くさらに

浮魚礁の設置希望があるようです。

　本県においては大井川沖でシイラ，メジ，カ

ツオ，イナダ，シラスが断片的に漁獲されまし

たが量的に少なく目立った漁はみられていませ

ん。また，御前崎沖では設置後の経過日数が少

ないのでまだ生産にむすびつくに至っていませ

んが，釣獲試験でヒラマサ０．５ん9），マハタ

　（0.6～2帥）が釣獲されたり，潜水艇≒よく

よう､､でもこれら短径を確認しています。また

本年４月の魚探調査ては,魚礁上部，周辺，海底

域の３か所に大型魚の反応が認められ，今後期

待がもたれています。

3.今後の問題

　浮魚礁の開発はまだ緒についたばかりで，検

討を要する多くの問題点があります。

　巾　安全性について………現在各県で設置さ

れている浮魚礁の係留方法は大半が１点係留で

す。係留学の強度は一般に荷重の10倍の安全強

度を採用しているために係留素そのものを切断

することは考えられませんが，浮魚礁本体の一一

部が破損したりすることによってロープ類に撚

りを生じたり，不測の事故等によって浮魚礁本

体が海面を漂流して航行中の船舶，あるいは沿

岸に打ち寄廿られて被害を与えることが予想さ

れます。これら事故防止の対策として事故が起

きた場合自動的に沈む自沈装置の取り付けが考

えられますが，これも完全なものでなく自沈装

匠と連結するロープの摩耗等による切断，ある

一



いは延縄，剌禍害漁μの絡かような時には障害

となる場合も考えられます。

　（2）耐久性について………現在の浮魚礁の設

置圈は仇礁の上端で20～30楕削に浮かしてい

寸すが，年月の経過とともにアカフジツボ，ム

ラサ牛イガイ等,付谷生物び非常に多くなり水中

重景で１�当り5～10剱の荷重が推定されてい

ます6そのために浮魚礁の余剰浮力がなくなり

極端な例では海底に谷底してしまいます。また，

付着生物は表面積の増大により，流速，波力に

対し抵抗力の増大を引き起しますので，今後序

魚礁の設計に当っては耐久叶に十分配慮する必

乾かあります。

　③　設置海域の選定について………浮魚礁の

対象魚種は今のところブリ類，カツオ，メジ，

シイラ，サ尚類，イワシ類，アジ類等回遊性淳

魚類を玉体に考えていますので，これ｛魚種の

漁場形成の状況，海況的には外洋泉水の旅人状

況，魚群補給状況等を検討し，設置海域を選ぶ

必要があると考えています。

　いずれにしても，浮魚礁の効癩こついての検

討結果は，近々のうちにとｏまとめてお知せし

てゆきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　（沢田貴義）

サクラエビ増殖対策協議会開催される

　　6月指目に,昭和57年度のサクラエビ増殖対策

協議会が当場で開催されました。

　この協議会は，昭和55年に発足したもので、

東京大学海洋研究所の青山先生や東水大の大森

先生をけじめとし，サクラエビ漁業関係者や水

産課，栽培漁業センター，水産試験場の職員に

よってつくられているものです。

　今回の協議今では，昭和56年の調査研究の成

果と57年度の作画について話し合いがなされま

したので，それらの概要をまとめてみました、

　昭和56年度の成果

　　生態調査

1.分布密度の評価に関する研究

　巾　サクラエビを含む動物プランクトン層の

分布は水平的にはほぼ200 m以浅の海域にみら

れた。また鉛直的には日没直後から上昇し，夜

間は30撰以浅の層に分布し，薄明時に下降した。

　季節的な差異については水平的にはあま０見

られないが，鉛直的には冬期にやや深層に分布

しているようである。

　（2）科学魚探で測定したＳＶｲ直（平均体積乱

強度）からサクラエビの分布密度（尾／�）を

評価した。

　分布密度を比較するとＳＶ／ＴＳの方がネッ

ト採集の結果より１～２桁高い値になっている。

2.漁獲努力量の標準化

　巾　45年頃から漁具の改造が加えられ始め漁

法は揚繰網方式から船曳網方式へ変り，漁獲性

能は著しく向上している。

　②50年以降の資源水準は45年以前の約‰

に低下し特に54年級群はいO以下に低下した.

　③　45年以前では春漁の漁獲割合が大きかっ

たが，近年（50年以降）では漁獲の圧力が秋漁

に偏り，また漁獲努力量の増加がみられている。

　　生物調査

1.産卵期調査

　巾　湾奥部の由止～富士川沖の産卵調査によ

ると産卵は６月に始ま則10月にほぼ終了した。

　（2）卵の出現ピークは７月下旬にみられ，６

月下旬から８月下旬にかけてかなりまとまった

卵の出現があった。

　③　卵の出現は周期性がみられ，月令と関連

かおるようである。

　（4）卵の地理的分布の重心は焼津沖から徐々

に清水沖～沼津沖へと移る傾向がみられた。

　（5）総産卵量は15～16兆粒程度であった。

2.漁期中の生物調査

　資源水準の高い49年級と低水準の55年級とを

比較すると55年級は春漁期に平均モードよりや

や小さいが特に目立った変化はなかった。

　49年級は翌々年の春漁まで出現している。

　　環境調査

1.海洋環境把握

　（1）流れの時間変動の検討はアンディラー型

旅向流速計を用い測定した。

　解析項目

　∩調和分解　ii）自己相判関数ji）エネ

ルギースペクトル　iv）相互相関関数
ｊ
う
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＼
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ぐ 海況の短期変動

短期変動の実態及びその変動要因



　　ふ化飼育試験

1.水温

　産卵は15～27℃の水温範囲において大差は

ないがよ化試験では18～24℃で産卵し，21～

24（Cてふ化した区は他の区より高いよ化率を示

した。

　幼生飼育試験では2↓（C以下と24℃以上ては生

残率に２倍以上の差加みられた。

2.塩分

　産卵時の塩分濃度は3.1‰以上が必要と思わ

れる。

3.餌料

　サクラエビ幼生加担餌し始めるのはエラフォ

カリスＩ期からであ０，初期餌料として小型の

動物プランクトンも捕食するが，七餌料は植物

性プランクトンと思われ，また担餌量も成長に

従って増加している。

　　漁場環境の改善調査

1.アルコール発酵母液（ＡＭＴ）のサクラエ

ビ幼生の生殖率に及ぼす影響

　巾　１～５ ｐｐｍの濃度のときにやや生残率加

他の区に比べて高いように思われた。

　（2）6日後の生殖率をみると０．３～１ｐｐｍの

区で高かった。

昭和57年度の計画

　　生態調査等

1.分布密度の評価に関する調査研究

　巾　科学位探，漁具を用いた魚群量測定（特

に比較試験）

　②　群の変動様式の把握

　口調移動，四季別口調変動

　③　標的強度の測定

2.駿河湾サクラエビ資源と隣接海賊資源との

関連

3.漁具漁法の検討

　　生物調査

1、産卵期調査

　巾　総産卵量からみた資源址の推定（56年級

について）

　昭和56年と同様に湾内を８ブロックに分けて

調査

　②　卵・幼生の鉛直分布と環境回訓探求によ

る餌粁生物クロロフィル量，物理環境との対比

　（3）環境変動期（遠州灘仲人冷水塊出現前後

49･51年）を対象にサクラエビ卵・幼生の分布

・出現量変化の検討

2.雌雄訓・海区別体長組成の変化からみた資

源動向の検討

3.捕食魚による資源量への影響調査

　　環境調査

1.環境条件（水温，塩分，濁度）と群の分布

特性の検討

2.海洋環境と資源変動との関連の検討

　　ふ化飼育試験

1.餌料試験

　幼生の摂餌量を知る目的で３種類の餌料（珪

藻，ワムシ，アルアンメ）を用いエラフォカリ

スＩ期以降について調査

2.幼生飼育試験

　幼生の長期飼育

　　漁場環境の改善調査

1.飼育

　サクラエビ幼生をＡＭＴ海水との接触時間を

変えて飼育し，その生長について調査

２．ＡＭＴ
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(4)

漁場への役人方法

漁場での拡散状況

投入による生物・化学的環境の変化

サクラエビに呼える影響

適正漁獲量の検討

　総合的な面から検討する

中　国　浙　江　省　の　漁　業　事　情

　今回，県漁業協同組合連合会の王催による中

国新注雀の漁業事情調査に事務局として参加さ

せていただきましたので，調査結果の概要を簡

単に報告いたします。なお，本報告は県漁連が

阻刷した「中国歌紅雀漁業事情調査報告書」の

要約ですので詳細は参照して下さい。

　まず調査団は，高木和夫脳漁連会長を団長と

（山田信夫）

レ斎藤治郎左衛門県信漁連会長，松村錠一県

水産加工連会長，佐野昭司県啓水部長等本祭の

水産の生産，流通加工業界の13名の代表者で構

成されました。

　目的は，本年４月に締結された本県と中国浪

江古との友好関係を，さらに実０あるものとす

るため，水産業の面から蛸浪往古と本県で互

-
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いに協力し合うこと加てきる加どう加をあら加

じめ調査することてした。

　幸い，液汁古水産庁長を始めとする液汁古仰

の皆さんの協力により，液往古水産業の概要を

知ることができました。

　私達が訪わた液汁古は図に示したように日本

から比較的近く，成田から飛行機で約３時間で

行けるところにあ０ます。

|．漁業生産の組織

　①　組織

　液汁古の漁業従事音数は約20万人で，家族を

含めた漁家人口は70万人です。これらの漁業従

事者のうち５％加国営漁業に従事し，95％加民

間です。民間の組織は１隊200人粧度の゛゛生産

隊､､加圧盤となり，これが集合しで゛生産大隊､，

とな０さらに上部組織としで｀漁業公社､､加あ

ります。この漁業公社が性格的には我国の漁協

に相当するものと思われますが，その構成員数

は，小さなものでも３千人，大きなものでは２

～３万人にも及びます。

　一方，行政組織としては，液往古水産庁が水

産行政全体を統括し，この下に地区水産品，県

水産品が設置され，公社の指導を行っています。

水産公司は，公社が生産部門を担当するのに好

尚流通・輸出入を担当する機関で，我国の公

団，事業目的性格を有するものと考えられます。

　（2）経営の実態

　　公社以下の生産隊及び生産大隊が，生産部

門を担当しますが，その年の生産量は前年の12

月に目標があら加じめ定められます。生産量の

ぐ

約50％は国に買いとられますが，買いとり価格

はその他の一般消費物価とのバランスを考慮し

て国が決定しています。これらの価格は相当長

期間安定的なものとして定められることとなっ

ていて，現在の圃格は↓978年に定められたもの

です。

　国に貿いとられた残りの50％は，生産隊ごと

に自由に市場で販売することができ，これらの

自由販売分け鮮度の良いこともあって国の販売

分よ０高い値段で取り引きされているといわれ

ます。

　国の買いあげ，市場での販売により得られた

金額の50％は生産経費に，20％が将来の投資の

ための積み立てに，残りの30％が漁業者の所得

になるということでした。なお不漁時の場合の

漁家の最低保障は国で行い，不足分の財源は国

が補てんしています。

2.漁業種類と漁獲の実態

　巾　生産量

　浙往古の総漁獲量は，年変動はあるが大略80

万トンを超え，中国全土の18％強で，水産古と

して重要な地位を占めています。

　このうち海面漁業は，舟山，寧波，温州の３

大漁業基地を中心として，古水産業の主力をな

し，約85％にあたる60～70万トンの漁獲量を

あげています。また長い海岸線を利用した浅海

養殖等の海面養殖での漁獲量は，全体の５％に

あたる3.5～4万トン程度あ０ます。一方，古

くから盛んな淡水養殖，淡水漁業等の内水面漁

業の全漁業に占める比率は我国より高く，全

－一一



体の10％に当る７～８万トン九なっています。

　②　漁船

　参仕宵全体の漁船は，約３万隻で，漁業従事

者が20万人ですので，１隻当りの平均乗組員数

は約6.5人です。 1954年から他力漁船の導入が

始まり，最近ではその比率が40％に達している

と訪われますが，漁船の規模は50トン末痛がほ

とんどで，国営漁船の一部に↑00～300トン型

のトロール漁船かおるのみです。また，設備も

国営船を除いては極めて簡甲雪ものだそうです。

　（3）漁獲短径

　参託宣の海面漁業における王要短径は，タチ

ウオ，フウセイ（ニベ科：ダチに近似，但しダ

チより大型で，体長は5（¥洲二達する），牛ダチ，

コウイカの４径で，この４短径万全生産量の40

％に達しています。その他の短径では，ウマヅ

ラハギ，サワラ，ヒラ，７ナガツオ，サバ，ハ

モ．アジ、カレイ類，ワタリガニ，エビ（アキ

ア ミ）と種類も豊富です。

このうちトロールでは，

タチウオ，ウマヅラハギ

牛ダチ，フウセイ，

イカ類が漁獲され，

流し刺網では，サワラ，ヒラ，ワタリガニ等が

漁獲され，さらにサバ，マルアジ，イワシ等の

浮魚類は，まき網で漁獲されています。

　漁獲の時期は，春はタチウオとウマヅラハギ，

夏はフウセイ，牛グテ，イカ，マナガツオ，ヒ

ラが主な漁獲物で，秋になると一般漁船は休み

に入り，船・漁具の修理を行います。冬にとれ

る主なものはタチウオです。

　新任省の内水面漁業生産量の75％は，草魚，

青垣，ハクレン，コクレンで占められています。

これらはいずれもコイ科で．養殖池・貯水池・

河川及び湖沼の囲い込み養殖池で養殖され，人

工採卵も行われています。残りの25％は，コイ

フナ，ライ魚，ウナギ，ボラ，淡水エビ，淡水

あれ？このカツオ雄かな雌かな

　西伊豆町田千万，かつ分節を製造している枡

山本伊仙さんが，原料のカツオを切っていたと

ころ，写真のような卵巣と精巣を持ったカツオ

が発見されました。山本さんは，かつ斜面を作

りはじめて40年以上になるそうですが，こんな

カツオは見たことはないと云うことで，このほ

ど当場に調べてくれるよう依頼がありました。

力二，カラス員，シジミ，クニシ等様々の種類

かあ則鮮度良旺なこれらの淡水魚介類は中国

では旨重な蛋白首です。

3.流通加工

　①　船土俗狸

　船上での処理については，洽速冷凍のて古る

能力を持っているのは国営船のみで，一般の船

は水を持っていくとのことです。

　またこの場合，国内用と輸出用は漁獲段階か

ら区別することとし，輸出用の漁獲を行う船に

は，あらかじめ事前にその旨を伝え，品質を高

度に保つよう指示しているとのことでし几

　（2）冷蔵施設

　冷蔵庫を有する漁港は，浙託宣ては37ヵ所で，

現在の庫胆量は宣全体で1.8万トンです。往た

凍結能力は２千トン／日です。冷蔵温度の平均

はづ8℃で，凍結温度は一一25～-30℃です。

　（3）那工

　水揚げされ仕分けされた魚は，冷蔵車に直接

入庫され，鮮魚冷凍品としてかな０の部分か流

通されますが，冷蔵庫に併設されている加工場

で一次加工俗理もされます。すなわち輸出用の

コウイカやェビの頭づ勺臓除去処理を行い，ム

牛イガムキェビの凍結晶を製造した０，タテ

ウオの塩蔵品やウマズラハギの塩干品も製造さ

れています。特に塩蔵品は重要で全体の30～判

形に達していると言われています。

　以上浙託宣の水産業の概要について述べまし

たがレ今後の尚古県の友好・協力を一層深める

ためには①中国での立ち遅れの目立つ漁榜技術

づ目工処理技術に対する協力，あるいは増養殖

・栽培漁業技術の交流等の技術協力及び交流。

②中国で需要の少ない魚種（マルアジ等）の加

工原料としての輸入促進とその資源量，品質の

詳細な調査等が今後必要と考えられます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（和田　胆）

　調べてみますと，たしかに写真右半分は卵巣

で左半分が精巣という雌雄同体であることがわ

かりましだ。垂さは約130 yでした。

　このカツオ，残念ながら身の方はかつお節に

なった後でしたが，山本さんの話では外見上他

のカツオと全く変ったところはなかったそうで

す。また産地なども４月中旬に焼涼感に水揚さ

れたという以外は不明ですが，ともかくめずら

しいものなので，当場で標本として展示する予

定です。

-
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水産試験場公開デー

　当果ては，創立80周年を賎に，水試の業務を

浪士背たけでなく一般県民に理解してもらうと

と帽ﾆ，魅力ある水産の将来像について考える

ため，「明日の水産をめざして」をメインテー

フに，公開デーを開催することになりました。

　日時は，７月30，31日（金，土）の２日間で

午吊肘O時から午後４時までです。

　展示については，水試80年のあゆみ，試験研

究業務，展示室の開放，新しい水産機器類，明

日の水産，地場持産品，小中学生の絵画展，富

士丸，駿河丸の船内公開などを計画しています。

ま几加工連の方々による即売や漁協婦入部連

合会や消費者グループの方々によって「ふれ合

い試複合の集い」をも催し，魚食普及を図って

いきたいと考えております。

　その他，カツオ，マグロ漁業に開する映画の

上映や，水産全般に開する相談コーナーも設け

ることとしています。

　夏の暑いときでもあり，交通の使も良くない

ところではありますが，是非御来場下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田）

漁 況 ● 海　況
・　海　況

　６月下旬の黒潮の働きをみると，遠州灘沖で

は大型冷水塊の雨粒沿いに�Ｎ付近を東流した

後，伊豆列島線東側を北上して犬吠埼近海に達

している。この流域内の水温は昨年同間より１

～２Ｕ低目である。

・　漁　況

シラス船曳網

　４月下旬後半からマシラスよりカタクチシラ

スに変わったシラス船曳網漁け，その後５月に

人ってやや漁獲量水準が低下したものの，中旬

まては遠州灘西部海域を中心に１目１カ統当り

200～500ん9前後と，近年の低水準の中では比

較的まとまった漁況であった。

　下旬には100～200匈前後の水準になったが，

５月の県‾ﾄﾞ主要６漁港での水湯量は，771トン

を示し，前年（342トン）の約2.3倍となっ仁

また，５月の１目１カ統当り漁獲量も前年（129

匈）の約２倍の250剱とやや上向きの傾向を示

した。　しかし，漁場は遠州灘西部海域が中心で，

駿河湾内での漁況は不振であった。

サクラエビ船曳網

　５月のサクラエビ漁は，10日の出漁で584ト

ンと昨年同期（206トン/10日）の2.8倍の水

櫛であった。資源量はやや上向きの傾向を示し

てきているが，今期の淋獲量が増えた一つの要

因として操業時間が長かったことも考えられ，

資源水準は依然低いレベルにあることを注目す

る必要がある。

　漁場は湾奥部の田子の浦～由比沖にみられ仁

サバたもすくい

　伊豆諸鳥海八万のマサバを対象とするりこも

すくい漁､いま，５月一杯でほぼ終漁しか。例年

よ０２ヵ月以上遅れて４月24日から漁期が始ま

則　５月末までの県内の推定本揚屋は3,700ト

ンと56年（21,300トン）の‰，55年（55,800

トン）のレ15と極めて低調であった。これは，

近年太平洋系のマサバ資源が減少傾向にあ０，

特に，本年の産和親魚群の中心となる３年魚の

出現も少なく，全体の親魚来遊星水準が近年の

内で最も低かったためと考えられた。また，来

漁期以降漁獲対象となる55，56年級の末成魚も

資源量本準は低いと推定されるので，今後漁況

が急速に回復することは考えられない。



　　ふ化飼育試験

1.水温

　産卵は15～27（Cの水温範囲において大差は

ないがよ化試験万は18～24とて産卵し，21～

24七万ふ化した区は他のＸより高いふ化率を示

した。

　幼生飼育試験では21七以下と24七以上では生

残率に２倍以上の差加みられた。

2.塩分

　産卵時の塩分濃度は3.1‰以上が必要と思わ

れる。

3.餌料

　サクラエビ幼生加担餌し始めるのはエラフォ

カリスＩ期加ら万あ引初期餌料として小型の

動物プランクトンも捕食するが，七餌料は植物

匪プランクトンと思われ，また担餌量も成長に

従って増加している。

　　漁場環境の改善調査

1.アルコール発酵母液（ＡＭＴ）のサクラエ

ビ幼生の生殖率に及ぼす影響

　巾　１～５ ｐｐｍの濃度のときにやや生殖率が

他の区に比べて高いように思われた。

　（2）6日後の生残率をみると０．３～１ｐｐｍの

区で高かった。

昭和57年度の計画

　　生態調査等

1.分布密度の評価に関する調査研究

　（1）科学魚探，漁具を用いた魚群星測定（特

に比較試験）

　（2），群の変動様式の把捉

　口調移動，四季別口調変動

　③　標的強度の測定

2.駿河湾サクラエビ資源と隣接海域資源との

関連

3.漁具漁法の検討

　　生物調査

1.産卵期調査

　（1）総産卵量からみた資源量の推定（56年級

について）

　昭和56年と同様に湾内を８ブロックに分けて

調査

　②　卵・幼生の鉛直分布と環境削別保水によ

る餌粁生物クロロフィル量，物理環境との対比

　③　環境変動期（遠州灘沖天冷水塊出現的後

49･51年）を対象にサクラエビ卵・幼生の分布

・出現量変化の検討

2.雌雄別・海区別体長組成の変化からみた資

源動向の検討

3.捕食魚による資源量への影響調査

　　環境調査

1.環境条件（水温，塩分，濁度）と群の分布

特性の検討

2.海洋環境と資源変動との関連の検討

　　ふ化飼育試験

1.餌料試験

　幼生の摂餌量を知る目的で３種類の餌料（珪

藻，ワムシ，アルアンメ）を用いエラフォカリ

スＩ期以降について調査

2.幼生飼育試験

　幼生の長期飼育

　　漁場環境の改善調査

1.飼育

　サクラエビ幼生をＡＭＴ海水との接触時間を

変えて飼育し，その生長について調査

２．ＡＭＴ

　巾　漁場への投入方法

　（2）漁場での拡散状況

　（3）役人による生物・化学的環境の変化

　（4）サクラエビに与える影響

　　適正漁獲量の検討

　　　総合的な面から検討する
　　　　　　　　　　　　　　　（山田信夫）

中　国　浙　江　省　の　漁　業　事　情

　今回，県漁業協同組合連合会の士催による中

国液汁雀の漁業事情調査に事務局として参加さ

せていただきましたので，調査結果の概要を簡

単に報告いたします。なお，本報告は県漁連が

阻刷した「中国歌紅雀漁業事情調査報告書」の

要約ですので詳細は参照して下さい。

　まず調査団は，高木和夫脳漁連会長を団長と

し，斎藤治郎左衛門限信漁連会長，松村錠一県

水産加工連会長，佐野昭同県農本部長等本県の

水産の生産，流通加工業界の13名の代表者で構

成されﾌﾞました。

　目的は，本年４月に締結された本県と中国浪

江宵との友好関係を，さらに実りあるものとす

るため，水産業の面からも，液汁宵と本県で互
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